
東海北陸自動車道東海北陸自動車道

東
海
北
陸
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

157157

2222

156

156

248

248

248

256

157

157

21

22

岐阜環状線岐阜環状線

岐阜環状線岐阜環状線
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）
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関広見 IC関広見 IC
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各務原トンネル各務原トンネル

岐阜各務原 IC岐阜各務原 IC

岐阜市
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岐南町
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鷺山
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御林山

半道川

天王山

新境川

三井山

荒井山

伊自良湖

釜ヶ谷

源太峰

岸見山

四国山香りの森公園

文化の里
古田紹欽記念館

大桜グラウンド

岐阜県立幸報苑

古城山

古城山
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北
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県庁
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伊自良支所

岐南町役場
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岐阜環状線岐阜環状線

鵜飼い大橋鵜飼い大橋

井ノ口トンネル井ノ口トンネル

高富トンネル高富トンネル
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山県市役所

鏡島大橋鏡島大橋
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一色橋一色橋

武儀川

鳥羽川

大桑城

稲葉山城

長良橋長良橋

金華山

山県I.C（2019年度開通）

樫瀬

四国山香りの森公園口

椿野

岐北厚生病院前

岐阜公園
歴史博物館前

山
県・岐
阜
広
域
マ
ッ
プ

麒麟がくる 岐阜 大河ドラマ館
（岐阜市歴史博物館２Ｆ）
2020年1月11日（土）～2021年1月11日（月・祝）
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り
、頼
芸
の
独
自
性
を
考
古
学
の
立
場
か
ら

も
補
強
す
る
。

　

和
睦
か
ら
4
年
後
の
天
文
12
年（
1
5
4
3
）、

大
桑
城
で
大
き
な
戦
い
が
あ
っ
た（『
別
本
仁

岫
録
』※
2
）。こ
の
戦
い
は
、道
三
が
大
桑
城
に

居
た
土
岐
頼
純
派
の
勢
力
を
駆
逐
す
る
と
と

も
に
、守
護
頼
芸
が
持
っ
て
い
た
道
三
か
ら
の

独
立
を
目
指
す
部
分
を
排
除
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る（
三
宅
氏
御
教
示
）。ち
な

み
に
大
桑
に
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

や
供
養
塔
に
は
こ
の
戦
い
の
年
が
天
文
11
年

（
1
5
4
2
）と
記

さ
れ
て
い
る
。大
桑

城
の
山
上
部
で
採

集
さ
れ
た
土
器・陶

磁
器
に
は
瀬
戸
美

濃
産
の
陶
器
に
加

え
て
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
高
級
青
磁
を
含

む
輸
入
品
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、山
上
で
の

華
や
か
な
生
活
の一端
が
う
か
が
え
る
。製
品

の
多
く
が
火
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
落
城
に

伴
う
火
災
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ

る
。遺
物
で
見
る
限
り
大
桑
城
は
天
文
12
年

（
1
5
4
3
）に
落
城
し
、そ
の
後
は
生
活
の
場

と
し
て
は
殆
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
大
桑
城
の
戦
い
後
の
頼
芸

　

天
文
12
年（
1
5
4
3
）の
大
桑
城
の
戦
い

後
、頼
芸
は
ど
こ
に
居
た
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
。近
世
の
伝
承
で
は
あ
る
が『
中
島
両
以
記

文
』に「
鷺
山
に
御
在
城
」と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
考
古
学
上
の
所
見
か
ら
、私
は
鷺
山

城（
岐
阜
市
鷺
山
）に
居
た
可
能
性
を
考
え

て
い
る
。

　

天
文
13
年（
1
5
4
4
）の
加
納
口
の
戦
い

を
経
て
、道
三・頼
芸
と
頼
純
は
再
び
和
睦
。

天
文
15
年（
1
5
4
6
）に
頼
純
が
道
三
の

娘
婿
と
し
て
越
前
か
ら
大
桑
城
に
戻
る
も
翌

天
文
16
年（
1
5
4
7
）に
頼
純
は
急
死
し

て
し
ま
う
。

　

頼
芸
の
追
放
の
年
は
、同
時
代
文
書
の
検

討
か
ら
天
文
19
年（
1
5
5
0
）後
葉
と
い
う

説
が
有
力
で
あ
る
。『
六
角
承
禎
条
書
』※
3

に
よ
れ
ば
永
禄
３
年（
1
5
6
0
）に
は
近
江

六
角
氏
の
元
に
寄
寓
し
て
い
た
。頼
芸
は
そ
の

後
、奈
良
や
上
総
な
ど
を
転
々
と
す
る
。甲
斐

に
居
た
天
正
10
年（
1
5
8
2
）3
月
、信
長

の
武
田
攻
め
の
際
に
発
見
さ
れ
て
美
濃
へ
戻

り
、同
年
12
月
に
現
在
の
揖
斐
川
町
谷
汲
岐

礼
で
死
去
し
た
。

  

　
大
桑
城
の
特
色

　

大
桑
城
の
山
上
の
段
々
地
形
を
中
心
と

し
た
一
帯
に
つ
い
て
南
近
江
守
護
六
角
氏
の

居
城
観
音
寺
城（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）の

構
造
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る

（
中
井
2
0
1
0
）。近
年
、石
川
美
咲
氏
は

大
桑
城
の
全
体
構
造
に
越
前
守
護
朝
倉
氏

の
居
城
一
乗
谷
城（
福
井
市
）と
の
類
似
性
を

見
出
し
た（
石
川
2
0
1
9
）。美
濃
、越

前
、近
江
の
守
護
の
山
城
に
は
何
ら
か
の
共

通
性
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、大

桑
城
山
麓

の
谷
部
に
は

城
下
町
が

営
ま
れ
、谷

入
口
部
に

は
堀
や
土

塁
か
ら
な

る
惣
構
が

築
か
れ
て
い

る
。こ
の
惣

構
に
は「
四

国
堀
」「
越

前
堀
」と
い

う
越
前
な

ど
他
国
と

の
関
係
を

う
か
が
わ

せ
る
地
名
が
残
る
。私
見
で
は
山
上
部
の

「
岩
門
」の
巨
石
石
垣
虎
口
も
越
前
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
下
城
戸
な
ど
と
よ
く
似
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
遺
構
細
部
に

見
ら
れ
る
越
前
的
な
要
素
に
つ
い
て
は
、母
が

越
前
朝
倉
氏
の
娘
で
あ
っ
た
土
岐
頼
純
の
関

与
が
思
い
浮
か
ぶ
。い
ず
れ
に
せ
よ
、詳
し
い

検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
道
三
に
と
っ
て
の
大
桑
城

　

天
文
19
年
頃
、道
三
は
、頼
芸
を
追
放
し

て
国
盗
り
を
成
し
遂
げ
る
。『
中
島
両
以
記

文
』に
は「
大
桑
城
で
国
中
の
仕
置
き
を
し
、

諸
侍
の
礼
を
請
け
た
」と
書
か
れ
て
い
る
。

守
護
の
城
で
あ
る
大
桑
城
で
な
け
れ
ば
国

盗
り
宣
言
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。弘

治
元
年（
1
5
5
5
）に
息
子・義
龍
に
叛
か

れ
、翌
年
長
良
川
の
戦
い
で
敗
死
し
て
し
ま

う
。『
信
長
公
記
』※
4
は
義
龍
謀
反
の
時
、

道
三
は「
山
県
と
い
う
山
中
」に
逃
げ
た
と

記
す
。こ
の
山
中
は
大
桑
城
と
い
う
説
が
有

力
で
あ
る
。道
三
は
長
良
川
の
戦
い
に
際
し

て「
大
桑
」の
注
記
が
あ
る
遺
言
書
を
認
め

た
が
、『
濃
飛
両
国
通
史
』※
5
に
よ
れ
ば
、政

3 2

　
大
桑
城
を
め
ぐ
る
土
岐
頼
芸
と
斎
藤
道

三
の
関
係
、そ
し
て
二
人
が
た
ど
っ
た
運
命

に
つ
い
て
、最
近
の
研
究
成
果
に
詳
し
い
岐

阜
市
教
育
委
員
会
の
内
堀
信
雄
氏
に
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頼
芸
、大
桑
城
へ
移
る
　

　

土
岐
頼
芸
は
美
濃
国
最
後
の
守
護
で
あ

る
。鷹
の
絵
に
堪
能
な
文
化
人
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。大
永
5
年（
1
5
2
5
）、長
井
長

弘・長
井
新
左
衛
門
尉（
斎
藤
道
三
の
父
）ら

が
頼
芸
の
兄
の
守
護・頼
武
を
ク
ー
デ
タ
ー
に

よ
り
追
い
落
と
し
た
後
、土
岐
家
の
家
督
を

継
承
し
た
。天
文
元
年（
1
5
3
2
）、頼
芸

は
拠
点
を
福
光
城（
岐
阜
市
立
長
良
中
学

校
周
辺
）か
ら
枝
広
館（
岐
阜
市

長
良
公
園
）へ
移
転
。こ
れ
は
ク
ー

デ
タ
ー
後
、金
華
山
周
辺
に
本
拠

地
を
構
え
て
い
た
長
井
氏
が
自
ら

の
影
響
下
に
頼
芸
を
置
こ
う
と
し

た
た
め
と
さ
れ
る
（
三
宅

2
0
0
6
）。枝
広
館
に
移
っ
て
間

も
な
く
、長
井
長
弘・長
井
新
左
衛

門
尉
が
相
次
い
で
死
去
す
る
と
、

新
左
衛
門
尉
の
息
子
・
斎
藤
道
三

は
長
井
宗
家
を
滅
ぼ
し
た
。

　

天
文
4
年（
1
5
3
5
）7
月

に
長
良
川
大
洪
水
が
発
生
。館
や

町
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
た
め
、頼

芸
は
本
拠
を
大
桑
城
へ
移
し
た
と

伝
え
ら
れ
る（『
中
島
両
以
記
文
』

※
1
）。こ
の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
、

道
三
の
台
頭
に
反
対
す
る
勢
力
が

前
守
護
頼
武
の
息
子
頼
純（
頼

充
）を
盟
主
と
し
、越
前
朝
倉
氏
や

近
江
六
角
氏
の
支
援
を
受
け
て

道
三
に
戦
い
を
挑
む
。こ
の
内
乱

は
2
年
に
わ
た
り
美
濃
国
内
各

所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。戦
い
に
お
い
て
頼

芸
は
道
三
と
同
じ
陣
営
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
き
た
が
、三
宅
唯
美
氏
は
頼
芸
が
両

陣
営
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
す
る（
三
宅
2
0
0
0
）。そ
し
て
天
文

8
年（
1
5
3
9
）ま
で
に
道
三
と
頼
純
は

和
睦
し
た
。大
桑
城
近
く
の
十
五
社
神
社
に

伝
わ
る
越
前
笏
谷
石
製
の一
対
の
狛
犬
に
は

「
天
文
九
庚
子
年
」「
奉
土
岐
氏
神
」と
刻
ま

れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
和
睦
を
祝
し
て
越
前

朝
倉
氏
か
ら
土
岐
頼
芸
へ
贈
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。　

大
桑
城
に
独
自
権
力
を

　
目
指
す
　

　

近
世
伝
承
で
は
天
文
8
年
頃
斎
藤
道
三

は
金
華
山
の
稲
葉
山
城
改
修
と
城
下
町
の

建
設
に
着
手
し
た
と
さ
れ
る
が
、ほ
ぼ
同
時

期
か
少
し
前
に
土
岐
頼
芸
は
大
桑
城
で
城

と
町
の
建
設
を
は
じ
め
た
。大
桑
城
は
美
濃

国
最
大
の
規
模
を
誇
る
山
城
で
、城
主
の
館

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
平
坦
地（
伝
台
所
）の

直
下
に
は
家
臣
の
屋
敷
地
と
想
定
で
き
る

多
数
の
雛
壇
状
地
形
が
築
か
れ
た
。伝
馬
場

を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
2
ｍ
以
上
の
巨

石
を
含
む
大
形
の
石
を
立
て
並
べ
た
虎
口
と

い
わ
れ
る
出
入
口（
伝
岩
門
）を
設
け
る
。山

麓
の
谷
に
は
城
下
町
が
営
ま
れ
た
。谷
の
入

口
に
は
堀
と
土
塁
か
ら
な
る
防
禦
施
設（
惣

構
）が
築
か
れ
た
。

　

こ
の
時
期
の
文
書
を
詳
し
く
検
討
し
た

三
宅
唯
美
氏
は
、新
た
な
近
臣
の
登
場
な
ど

か
ら
み
て
頼
芸
の
元
に
道
三
か
ら
独
立
し
た

権
力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る

（『
信
長
の
基
礎
構
造
』寄
稿
中

の
三
宅
氏
の
論
考
に
よ
る
）。遺

跡
に
見
ら
れ
る
城
づ
く
り
や
町

づ
く
り
は
道
三
の
稲
葉
山
城・城

下
町
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
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し
ゅ
う
え
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

く
に  

と

権
の
所
在
地
が
大
桑
城
で
あ
る
こ
と
を
示

す
と
い
う
。道
三
に
と
っ
て
大
桑
城
と
は
、つ
い

に
就
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
守
護
の
城
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

濃
尾
平
野
の
北
の
端
に
位
置
す
る
岐
阜
県

山
県
市
。市
内
に
あ
る
古
城
山（
４
０
７
．５

ｍ
）の
山
頂
一帯
に
大
桑
城
は
あ
り
ま
し
た
。

　

大
桑
城
は
、室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
２
０
０
余
年
に
わ
た
り
美
濃
国
を
中

心
に
勢
力
を
ふ
る
っ
た
土
岐
氏
に
よ
っ
て
本

格
的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。大
桑
城
を
最
後

に
居
城
と
し
た
の
は
守
護
の
土
岐
頼
芸
で
す
。

　

古
城
山
の
ふ
も
と
に
は
城
下
町
が
築
か

れ
、多
く
の
町
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
い
ま

す
。し
か
し
、父
親
の
代
か
ら
美
濃
を
手
中

に
入
れ
よ
う
と
し
て
き
た
家
臣
の
斎
藤
道
三

に
よ
っ
て
城
は
攻
め
落
と
さ
れ
、頼
芸
は
美

濃
か
ら
追
放
さ
れ
ま
し
た
。大
桑
城
は
守
護

土
岐
氏
の
美
濃
支
配
終
焉
の
地
で
あ
る
と

と
も
に
、道
三
の「
国
盗
り
」達
成
の
地
と

な
っ
た
の
で
す
。

土
岐
頼
芸
と
斎
藤
道
三
―

二
人
の
運
命
を
分
け
た
「
大
桑
城
」

  

と
　
き  

よ
り
の
り
　   

さ
い
と
う
ど
う
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
お 

が 

じ
ょ
う

山県市を
訪ねて

其の壱

枝広館と大桑城の位置関係地図

夜明けの大桑城跡。古城山山頂のミニ大桑城（模擬天守閣）は、
戦国時代にはなかった建物だが写真スポットとして人気

大桑城の中心地である主郭部（天守台） 古城山のふもとにある土岐氏の菩提寺・南泉寺。
頼芸が描いたと伝わる鷹の絵などを所蔵する土岐頼芸関係者系図

城下町推定域
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岐
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弘



り
、頼
芸
の
独
自
性
を
考
古
学
の
立
場
か
ら

も
補
強
す
る
。

　

和
睦
か
ら
4
年
後
の
天
文
12
年（
1
5
4
3
）、

大
桑
城
で
大
き
な
戦
い
が
あ
っ
た（『
別
本
仁

岫
録
』※
2
）。こ
の
戦
い
は
、道
三
が
大
桑
城
に

居
た
土
岐
頼
純
派
の
勢
力
を
駆
逐
す
る
と
と

も
に
、守
護
頼
芸
が
持
っ
て
い
た
道
三
か
ら
の

独
立
を
目
指
す
部
分
を
排
除
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る（
三
宅
氏
御
教
示
）。ち
な

み
に
大
桑
に
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

や
供
養
塔
に
は
こ
の
戦
い
の
年
が
天
文
11
年

（
1
5
4
2
）と
記

さ
れ
て
い
る
。大
桑

城
の
山
上
部
で
採

集
さ
れ
た
土
器・陶

磁
器
に
は
瀬
戸
美

濃
産
の
陶
器
に
加

え
て
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
高
級
青
磁
を
含

む
輸
入
品
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、山
上
で
の

華
や
か
な
生
活
の一端
が
う
か
が
え
る
。製
品

の
多
く
が
火
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
落
城
に

伴
う
火
災
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ

る
。遺
物
で
見
る
限
り
大
桑
城
は
天
文
12
年

（
1
5
4
3
）に
落
城
し
、そ
の
後
は
生
活
の
場

と
し
て
は
殆
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
大
桑
城
の
戦
い
後
の
頼
芸

　

天
文
12
年（
1
5
4
3
）の
大
桑
城
の
戦
い

後
、頼
芸
は
ど
こ
に
居
た
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
。近
世
の
伝
承
で
は
あ
る
が『
中
島
両
以
記

文
』に「
鷺
山
に
御
在
城
」と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
考
古
学
上
の
所
見
か
ら
、私
は
鷺
山

城（
岐
阜
市
鷺
山
）に
居
た
可
能
性
を
考
え

て
い
る
。

　

天
文
13
年（
1
5
4
4
）の
加
納
口
の
戦
い

を
経
て
、道
三・頼
芸
と
頼
純
は
再
び
和
睦
。

天
文
15
年（
1
5
4
6
）に
頼
純
が
道
三
の

娘
婿
と
し
て
越
前
か
ら
大
桑
城
に
戻
る
も
翌

天
文
16
年（
1
5
4
7
）に
頼
純
は
急
死
し

て
し
ま
う
。

　

頼
芸
の
追
放
の
年
は
、同
時
代
文
書
の
検

討
か
ら
天
文
19
年（
1
5
5
0
）後
葉
と
い
う

説
が
有
力
で
あ
る
。『
六
角
承
禎
条
書
』※
3

に
よ
れ
ば
永
禄
３
年（
1
5
6
0
）に
は
近
江

六
角
氏
の
元
に
寄
寓
し
て
い
た
。頼
芸
は
そ
の

後
、奈
良
や
上
総
な
ど
を
転
々
と
す
る
。甲
斐

に
居
た
天
正
10
年（
1
5
8
2
）3
月
、信
長

の
武
田
攻
め
の
際
に
発
見
さ
れ
て
美
濃
へ
戻

り
、同
年
12
月
に
現
在
の
揖
斐
川
町
谷
汲
岐

礼
で
死
去
し
た
。

  

　
大
桑
城
の
特
色

　

大
桑
城
の
山
上
の
段
々
地
形
を
中
心
と

し
た
一
帯
に
つ
い
て
南
近
江
守
護
六
角
氏
の

居
城
観
音
寺
城（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）の

構
造
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る

（
中
井
2
0
1
0
）。近
年
、石
川
美
咲
氏
は

大
桑
城
の
全
体
構
造
に
越
前
守
護
朝
倉
氏

の
居
城
一
乗
谷
城（
福
井
市
）と
の
類
似
性
を

見
出
し
た（
石
川
2
0
1
9
）。美
濃
、越

前
、近
江
の
守
護
の
山
城
に
は
何
ら
か
の
共

通
性
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、大

桑
城
山
麓

の
谷
部
に
は

城
下
町
が

営
ま
れ
、谷

入
口
部
に

は
堀
や
土

塁
か
ら
な

る
惣
構
が

築
か
れ
て
い

る
。こ
の
惣

構
に
は「
四

国
堀
」「
越

前
堀
」と
い

う
越
前
な

ど
他
国
と

の
関
係
を

う
か
が
わ

せ
る
地
名
が
残
る
。私
見
で
は
山
上
部
の

「
岩
門
」の
巨
石
石
垣
虎
口
も
越
前
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
下
城
戸
な
ど
と
よ
く
似
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
遺
構
細
部
に

見
ら
れ
る
越
前
的
な
要
素
に
つ
い
て
は
、母
が

越
前
朝
倉
氏
の
娘
で
あ
っ
た
土
岐
頼
純
の
関

与
が
思
い
浮
か
ぶ
。い
ず
れ
に
せ
よ
、詳
し
い

検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
道
三
に
と
っ
て
の
大
桑
城

　

天
文
19
年
頃
、道
三
は
、頼
芸
を
追
放
し

て
国
盗
り
を
成
し
遂
げ
る
。『
中
島
両
以
記

文
』に
は「
大
桑
城
で
国
中
の
仕
置
き
を
し
、

諸
侍
の
礼
を
請
け
た
」と
書
か
れ
て
い
る
。

守
護
の
城
で
あ
る
大
桑
城
で
な
け
れ
ば
国

盗
り
宣
言
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。弘

治
元
年（
1
5
5
5
）に
息
子・義
龍
に
叛
か

れ
、翌
年
長
良
川
の
戦
い
で
敗
死
し
て
し
ま

う
。『
信
長
公
記
』※
4
は
義
龍
謀
反
の
時
、

道
三
は「
山
県
と
い
う
山
中
」に
逃
げ
た
と

記
す
。こ
の
山
中
は
大
桑
城
と
い
う
説
が
有

力
で
あ
る
。道
三
は
長
良
川
の
戦
い
に
際
し

て「
大
桑
」の
注
記
が
あ
る
遺
言
書
を
認
め

た
が
、『
濃
飛
両
国
通
史
』※
5
に
よ
れ
ば
、政

3 2

　
大
桑
城
を
め
ぐ
る
土
岐
頼
芸
と
斎
藤
道

三
の
関
係
、そ
し
て
二
人
が
た
ど
っ
た
運
命

に
つ
い
て
、最
近
の
研
究
成
果
に
詳
し
い
岐

阜
市
教
育
委
員
会
の
内
堀
信
雄
氏
に
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頼
芸
、大
桑
城
へ
移
る
　

　

土
岐
頼
芸
は
美
濃
国
最
後
の
守
護
で
あ

る
。鷹
の
絵
に
堪
能
な
文
化
人
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。大
永
5
年（
1
5
2
5
）、長
井
長

弘・長
井
新
左
衛
門
尉（
斎
藤
道
三
の
父
）ら

が
頼
芸
の
兄
の
守
護・頼
武
を
ク
ー
デ
タ
ー
に

よ
り
追
い
落
と
し
た
後
、土
岐
家
の
家
督
を

継
承
し
た
。天
文
元
年（
1
5
3
2
）、頼
芸

は
拠
点
を
福
光
城（
岐
阜
市
立
長
良
中
学

校
周
辺
）か
ら
枝
広
館（
岐
阜
市

長
良
公
園
）へ
移
転
。こ
れ
は
ク
ー

デ
タ
ー
後
、金
華
山
周
辺
に
本
拠

地
を
構
え
て
い
た
長
井
氏
が
自
ら

の
影
響
下
に
頼
芸
を
置
こ
う
と
し

た
た
め
と
さ
れ
る
（
三
宅

2
0
0
6
）。枝
広
館
に
移
っ
て
間

も
な
く
、長
井
長
弘・長
井
新
左
衛

門
尉
が
相
次
い
で
死
去
す
る
と
、

新
左
衛
門
尉
の
息
子
・
斎
藤
道
三

は
長
井
宗
家
を
滅
ぼ
し
た
。

　

天
文
4
年（
1
5
3
5
）7
月

に
長
良
川
大
洪
水
が
発
生
。館
や

町
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
た
め
、頼

芸
は
本
拠
を
大
桑
城
へ
移
し
た
と

伝
え
ら
れ
る（『
中
島
両
以
記
文
』

※
1
）。こ
の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
、

道
三
の
台
頭
に
反
対
す
る
勢
力
が

前
守
護
頼
武
の
息
子
頼
純（
頼

充
）を
盟
主
と
し
、越
前
朝
倉
氏
や

近
江
六
角
氏
の
支
援
を
受
け
て

道
三
に
戦
い
を
挑
む
。こ
の
内
乱

は
2
年
に
わ
た
り
美
濃
国
内
各

所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。戦
い
に
お
い
て
頼

芸
は
道
三
と
同
じ
陣
営
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
き
た
が
、三
宅
唯
美
氏
は
頼
芸
が
両

陣
営
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
す
る（
三
宅
2
0
0
0
）。そ
し
て
天
文

8
年（
1
5
3
9
）ま
で
に
道
三
と
頼
純
は

和
睦
し
た
。大
桑
城
近
く
の
十
五
社
神
社
に

伝
わ
る
越
前
笏
谷
石
製
の一
対
の
狛
犬
に
は

「
天
文
九
庚
子
年
」「
奉
土
岐
氏
神
」と
刻
ま

れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
和
睦
を
祝
し
て
越
前

朝
倉
氏
か
ら
土
岐
頼
芸
へ
贈
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。　

大
桑
城
に
独
自
権
力
を

　
目
指
す
　

　

近
世
伝
承
で
は
天
文
8
年
頃
斎
藤
道
三

は
金
華
山
の
稲
葉
山
城
改
修
と
城
下
町
の

建
設
に
着
手
し
た
と
さ
れ
る
が
、ほ
ぼ
同
時

期
か
少
し
前
に
土
岐
頼
芸
は
大
桑
城
で
城

と
町
の
建
設
を
は
じ
め
た
。大
桑
城
は
美
濃

国
最
大
の
規
模
を
誇
る
山
城
で
、城
主
の
館

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
平
坦
地（
伝
台
所
）の

直
下
に
は
家
臣
の
屋
敷
地
と
想
定
で
き
る

多
数
の
雛
壇
状
地
形
が
築
か
れ
た
。伝
馬
場

を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
2
ｍ
以
上
の
巨

石
を
含
む
大
形
の
石
を
立
て
並
べ
た
虎
口
と

い
わ
れ
る
出
入
口（
伝
岩
門
）を
設
け
る
。山

麓
の
谷
に
は
城
下
町
が
営
ま
れ
た
。谷
の
入

口
に
は
堀
と
土
塁
か
ら
な
る
防
禦
施
設（
惣

構
）が
築
か
れ
た
。

　

こ
の
時
期
の
文
書
を
詳
し
く
検
討
し
た

三
宅
唯
美
氏
は
、新
た
な
近
臣
の
登
場
な
ど

か
ら
み
て
頼
芸
の
元
に
道
三
か
ら
独
立
し
た

権
力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る

（『
信
長
の
基
礎
構
造
』寄
稿
中

の
三
宅
氏
の
論
考
に
よ
る
）。遺

跡
に
見
ら
れ
る
城
づ
く
り
や
町

づ
く
り
は
道
三
の
稲
葉
山
城・城

下
町
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
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く
に  

と

権
の
所
在
地
が
大
桑
城
で
あ
る
こ
と
を
示

す
と
い
う
。道
三
に
と
っ
て
大
桑
城
と
は
、つ
い

に
就
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
守
護
の
城
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

濃
尾
平
野
の
北
の
端
に
位
置
す
る
岐
阜
県

山
県
市
。市
内
に
あ
る
古
城
山（
４
０
７
．５

ｍ
）の
山
頂
一帯
に
大
桑
城
は
あ
り
ま
し
た
。

　

大
桑
城
は
、室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
２
０
０
余
年
に
わ
た
り
美
濃
国
を
中

心
に
勢
力
を
ふ
る
っ
た
土
岐
氏
に
よ
っ
て
本

格
的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。大
桑
城
を
最
後

に
居
城
と
し
た
の
は
守
護
の
土
岐
頼
芸
で
す
。

　

古
城
山
の
ふ
も
と
に
は
城
下
町
が
築
か

れ
、多
く
の
町
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
い
ま

す
。し
か
し
、父
親
の
代
か
ら
美
濃
を
手
中

に
入
れ
よ
う
と
し
て
き
た
家
臣
の
斎
藤
道
三

に
よ
っ
て
城
は
攻
め
落
と
さ
れ
、頼
芸
は
美

濃
か
ら
追
放
さ
れ
ま
し
た
。大
桑
城
は
守
護

土
岐
氏
の
美
濃
支
配
終
焉
の
地
で
あ
る
と

と
も
に
、道
三
の「
国
盗
り
」達
成
の
地
と

な
っ
た
の
で
す
。

土
岐
頼
芸
と
斎
藤
道
三
―

二
人
の
運
命
を
分
け
た
「
大
桑
城
」

  

と
　
き  

よ
り
の
り
　   

さ
い
と
う
ど
う
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
お 

が 

じ
ょ
う

山県市を
訪ねて

其の壱

枝広館と大桑城の位置関係地図

夜明けの大桑城跡。古城山山頂のミニ大桑城（模擬天守閣）は、
戦国時代にはなかった建物だが写真スポットとして人気

大桑城の中心地である主郭部（天守台） 古城山のふもとにある土岐氏の菩提寺・南泉寺。
頼芸が描いたと伝わる鷹の絵などを所蔵する土岐頼芸関係者系図

城下町推定域

土
岐
頼
芸
と

大
桑
城

内
堀
信
雄
氏

（
岐
阜
市
教
育
委
員
会
）

美
濃
守
護
代
の
重
臣

美
濃
守
護※

↑
斎
藤
同
名
↑
長
井
同
名
↑
長
井
家
臣
　※

義
龍
の
時

【
長
井
氏
】

【
後
斎
藤
氏
】

美
濃
守
護

【
土
岐
氏
】

越
前
守
護

【
朝
倉
氏
】

土
岐
政
房

朝
倉
貞
景

道
三

深
芳
野

頼 

芸
頼
武

頼
純

娘
孝
景

義
景

義
龍

長
井
新
左
衛
門
尉

長
井
長
弘

景
弘



り
、頼
芸
の
独
自
性
を
考
古
学
の
立
場
か
ら

も
補
強
す
る
。

　

和
睦
か
ら
4
年
後
の
天
文
12
年（
1
5
4
3
）、

大
桑
城
で
大
き
な
戦
い
が
あ
っ
た（『
別
本
仁

岫
録
』※
2
）。こ
の
戦
い
は
、道
三
が
大
桑
城
に

居
た
土
岐
頼
純
派
の
勢
力
を
駆
逐
す
る
と
と

も
に
、守
護
頼
芸
が
持
っ
て
い
た
道
三
か
ら
の

独
立
を
目
指
す
部
分
を
排
除
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る（
三
宅
氏
御
教
示
）。ち
な

み
に
大
桑
に
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

や
供
養
塔
に
は
こ
の
戦
い
の
年
が
天
文
11
年

（
1
5
4
2
）と
記

さ
れ
て
い
る
。大
桑

城
の
山
上
部
で
採

集
さ
れ
た
土
器・陶

磁
器
に
は
瀬
戸
美

濃
産
の
陶
器
に
加

え
て
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
高
級
青
磁
を
含

む
輸
入
品
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、山
上
で
の

華
や
か
な
生
活
の一端
が
う
か
が
え
る
。製
品

の
多
く
が
火
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
落
城
に

伴
う
火
災
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ

る
。遺
物
で
見
る
限
り
大
桑
城
は
天
文
12
年

（
1
5
4
3
）に
落
城
し
、そ
の
後
は
生
活
の
場

と
し
て
は
殆
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
大
桑
城
の
戦
い
後
の
頼
芸

　

天
文
12
年（
1
5
4
3
）の
大
桑
城
の
戦
い

後
、頼
芸
は
ど
こ
に
居
た
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
。近
世
の
伝
承
で
は
あ
る
が『
中
島
両
以
記

文
』に「
鷺
山
に
御
在
城
」と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
考
古
学
上
の
所
見
か
ら
、私
は
鷺
山

城（
岐
阜
市
鷺
山
）に
居
た
可
能
性
を
考
え

て
い
る
。

　

天
文
13
年（
1
5
4
4
）の
加
納
口
の
戦
い

を
経
て
、道
三・頼
芸
と
頼
純
は
再
び
和
睦
。

天
文
15
年（
1
5
4
6
）に
頼
純
が
道
三
の

娘
婿
と
し
て
越
前
か
ら
大
桑
城
に
戻
る
も
翌

天
文
16
年（
1
5
4
7
）に
頼
純
は
急
死
し

て
し
ま
う
。

　

頼
芸
の
追
放
の
年
は
、同
時
代
文
書
の
検

討
か
ら
天
文
19
年（
1
5
5
0
）後
葉
と
い
う

説
が
有
力
で
あ
る
。『
六
角
承
禎
条
書
』※
3

に
よ
れ
ば
永
禄
３
年（
1
5
6
0
）に
は
近
江

六
角
氏
の
元
に
寄
寓
し
て
い
た
。頼
芸
は
そ
の

後
、奈
良
や
上
総
な
ど
を
転
々
と
す
る
。甲
斐

に
居
た
天
正
10
年（
1
5
8
2
）3
月
、信
長

の
武
田
攻
め
の
際
に
発
見
さ
れ
て
美
濃
へ
戻

り
、同
年
12
月
に
現
在
の
揖
斐
川
町
谷
汲
岐

礼
で
死
去
し
た
。

  

　
大
桑
城
の
特
色

　

大
桑
城
の
山
上
の
段
々
地
形
を
中
心
と

し
た
一
帯
に
つ
い
て
南
近
江
守
護
六
角
氏
の

居
城
観
音
寺
城（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）の

構
造
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る

（
中
井
2
0
1
0
）。近
年
、石
川
美
咲
氏
は

大
桑
城
の
全
体
構
造
に
越
前
守
護
朝
倉
氏

の
居
城
一
乗
谷
城（
福
井
市
）と
の
類
似
性
を

見
出
し
た（
石
川
2
0
1
9
）。美
濃
、越

前
、近
江
の
守
護
の
山
城
に
は
何
ら
か
の
共

通
性
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、大

桑
城
山
麓

の
谷
部
に
は

城
下
町
が

営
ま
れ
、谷

入
口
部
に

は
堀
や
土

塁
か
ら
な

る
惣
構
が

築
か
れ
て
い

る
。こ
の
惣

構
に
は「
四

国
堀
」「
越

前
堀
」と
い

う
越
前
な

ど
他
国
と

の
関
係
を

う
か
が
わ

せ
る
地
名
が
残
る
。私
見
で
は
山
上
部
の

「
岩
門
」の
巨
石
石
垣
虎
口
も
越
前
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
下
城
戸
な
ど
と
よ
く
似
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
遺
構
細
部
に

見
ら
れ
る
越
前
的
な
要
素
に
つ
い
て
は
、母
が

越
前
朝
倉
氏
の
娘
で
あ
っ
た
土
岐
頼
純
の
関

与
が
思
い
浮
か
ぶ
。い
ず
れ
に
せ
よ
、詳
し
い

検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
道
三
に
と
っ
て
の
大
桑
城

　

天
文
19
年
頃
、道
三
は
、頼
芸
を
追
放
し

て
国
盗
り
を
成
し
遂
げ
る
。『
中
島
両
以
記

文
』に
は「
大
桑
城
で
国
中
の
仕
置
き
を
し
、

諸
侍
の
礼
を
請
け
た
」と
書
か
れ
て
い
る
。

守
護
の
城
で
あ
る
大
桑
城
で
な
け
れ
ば
国

盗
り
宣
言
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。弘

治
元
年（
1
5
5
5
）に
息
子・義
龍
に
叛
か

れ
、翌
年
長
良
川
の
戦
い
で
敗
死
し
て
し
ま

う
。『
信
長
公
記
』※
4
は
義
龍
謀
反
の
時
、

道
三
は「
山
県
と
い
う
山
中
」に
逃
げ
た
と

記
す
。こ
の
山
中
は
大
桑
城
と
い
う
説
が
有

力
で
あ
る
。道
三
は
長
良
川
の
戦
い
に
際
し

て「
大
桑
」の
注
記
が
あ
る
遺
言
書
を
認
め

た
が
、『
濃
飛
両
国
通
史
』※
5
に
よ
れ
ば
、政
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そ
う

が
ま
え

　
大
桑
城
を
め
ぐ
る
土
岐
頼
芸
と
斎
藤
道

三
の
関
係
、そ
し
て
二
人
が
た
ど
っ
た
運
命

に
つ
い
て
、最
近
の
研
究
成
果
に
詳
し
い
岐

阜
市
教
育
委
員
会
の
内
堀
信
雄
氏
に
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頼
芸
、大
桑
城
へ
移
る
　

　

土
岐
頼
芸
は
美
濃
国
最
後
の
守
護
で
あ

る
。鷹
の
絵
に
堪
能
な
文
化
人
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。大
永
5
年（
1
5
2
5
）、長
井
長

弘・長
井
新
左
衛
門
尉（
斎
藤
道
三
の
父
）ら

が
頼
芸
の
兄
の
守
護・頼
武
を
ク
ー
デ
タ
ー
に

よ
り
追
い
落
と
し
た
後
、土
岐
家
の
家
督
を

継
承
し
た
。天
文
元
年（
1
5
3
2
）、頼
芸

は
拠
点
を
福
光
城（
岐
阜
市
立
長
良
中
学

校
周
辺
）か
ら
枝
広
館（
岐
阜
市

長
良
公
園
）へ
移
転
。こ
れ
は
ク
ー

デ
タ
ー
後
、金
華
山
周
辺
に
本
拠

地
を
構
え
て
い
た
長
井
氏
が
自
ら

の
影
響
下
に
頼
芸
を
置
こ
う
と
し

た
た
め
と
さ
れ
る
（
三
宅

2
0
0
6
）。枝
広
館
に
移
っ
て
間

も
な
く
、長
井
長
弘・長
井
新
左
衛

門
尉
が
相
次
い
で
死
去
す
る
と
、

新
左
衛
門
尉
の
息
子
・
斎
藤
道
三

は
長
井
宗
家
を
滅
ぼ
し
た
。

　

天
文
4
年（
1
5
3
5
）7
月

に
長
良
川
大
洪
水
が
発
生
。館
や

町
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
た
め
、頼

芸
は
本
拠
を
大
桑
城
へ
移
し
た
と

伝
え
ら
れ
る（『
中
島
両
以
記
文
』

※
1
）。こ
の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
、

道
三
の
台
頭
に
反
対
す
る
勢
力
が

前
守
護
頼
武
の
息
子
頼
純（
頼

充
）を
盟
主
と
し
、越
前
朝
倉
氏
や

近
江
六
角
氏
の
支
援
を
受
け
て

道
三
に
戦
い
を
挑
む
。こ
の
内
乱

は
2
年
に
わ
た
り
美
濃
国
内
各

所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。戦
い
に
お
い
て
頼

芸
は
道
三
と
同
じ
陣
営
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
き
た
が
、三
宅
唯
美
氏
は
頼
芸
が
両

陣
営
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
す
る（
三
宅
2
0
0
0
）。そ
し
て
天
文

8
年（
1
5
3
9
）ま
で
に
道
三
と
頼
純
は

和
睦
し
た
。大
桑
城
近
く
の
十
五
社
神
社
に

伝
わ
る
越
前
笏
谷
石
製
の一
対
の
狛
犬
に
は

「
天
文
九
庚
子
年
」「
奉
土
岐
氏
神
」と
刻
ま

れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
和
睦
を
祝
し
て
越
前

朝
倉
氏
か
ら
土
岐
頼
芸
へ
贈
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。　

大
桑
城
に
独
自
権
力
を

　
目
指
す
　

　

近
世
伝
承
で
は
天
文
8
年
頃
斎
藤
道
三

は
金
華
山
の
稲
葉
山
城
改
修
と
城
下
町
の

建
設
に
着
手
し
た
と
さ
れ
る
が
、ほ
ぼ
同
時

期
か
少
し
前
に
土
岐
頼
芸
は
大
桑
城
で
城

と
町
の
建
設
を
は
じ
め
た
。大
桑
城
は
美
濃

国
最
大
の
規
模
を
誇
る
山
城
で
、城
主
の
館

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
平
坦
地（
伝
台
所
）の

直
下
に
は
家
臣
の
屋
敷
地
と
想
定
で
き
る

多
数
の
雛
壇
状
地
形
が
築
か
れ
た
。伝
馬
場

を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
2
ｍ
以
上
の
巨

石
を
含
む
大
形
の
石
を
立
て
並
べ
た
虎
口
と

い
わ
れ
る
出
入
口（
伝
岩
門
）を
設
け
る
。山

麓
の
谷
に
は
城
下
町
が
営
ま
れ
た
。谷
の
入

口
に
は
堀
と
土
塁
か
ら
な
る
防
禦
施
設（
惣

構
）が
築
か
れ
た
。

　

こ
の
時
期
の
文
書
を
詳
し
く
検
討
し
た

三
宅
唯
美
氏
は
、新
た
な
近
臣
の
登
場
な
ど

か
ら
み
て
頼
芸
の
元
に
道
三
か
ら
独
立
し
た

権
力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る

（『
信
長
の
基
礎
構
造
』寄
稿
中

の
三
宅
氏
の
論
考
に
よ
る
）。遺

跡
に
見
ら
れ
る
城
づ
く
り
や
町

づ
く
り
は
道
三
の
稲
葉
山
城・城

下
町
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

5 4

権
の
所
在
地
が
大
桑
城
で
あ
る
こ
と
を
示

す
と
い
う
。道
三
に
と
っ
て
大
桑
城
と
は
、つ
い

に
就
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
守
護
の
城
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

            　
　
　

し
ゃ
く
だ
に
い
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ぬ

土岐頼芸の墓（岐阜県揖斐川町）
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り
、頼
芸
の
独
自
性
を
考
古
学
の
立
場
か
ら

も
補
強
す
る
。

　

和
睦
か
ら
4
年
後
の
天
文
12
年（
1
5
4
3
）、

大
桑
城
で
大
き
な
戦
い
が
あ
っ
た（『
別
本
仁

岫
録
』※
2
）。こ
の
戦
い
は
、道
三
が
大
桑
城
に

居
た
土
岐
頼
純
派
の
勢
力
を
駆
逐
す
る
と
と

も
に
、守
護
頼
芸
が
持
っ
て
い
た
道
三
か
ら
の

独
立
を
目
指
す
部
分
を
排
除
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る（
三
宅
氏
御
教
示
）。ち
な

み
に
大
桑
に
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

や
供
養
塔
に
は
こ
の
戦
い
の
年
が
天
文
11
年

（
1
5
4
2
）と
記

さ
れ
て
い
る
。大
桑

城
の
山
上
部
で
採

集
さ
れ
た
土
器・陶

磁
器
に
は
瀬
戸
美

濃
産
の
陶
器
に
加

え
て
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
高
級
青
磁
を
含

む
輸
入
品
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、山
上
で
の

華
や
か
な
生
活
の一端
が
う
か
が
え
る
。製
品

の
多
く
が
火
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
落
城
に

伴
う
火
災
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ

る
。遺
物
で
見
る
限
り
大
桑
城
は
天
文
12
年

（
1
5
4
3
）に
落
城
し
、そ
の
後
は
生
活
の
場

と
し
て
は
殆
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
大
桑
城
の
戦
い
後
の
頼
芸

　

天
文
12
年（
1
5
4
3
）の
大
桑
城
の
戦
い

後
、頼
芸
は
ど
こ
に
居
た
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
。近
世
の
伝
承
で
は
あ
る
が『
中
島
両
以
記

文
』に「
鷺
山
に
御
在
城
」と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
考
古
学
上
の
所
見
か
ら
、私
は
鷺
山

城（
岐
阜
市
鷺
山
）に
居
た
可
能
性
を
考
え

て
い
る
。

　

天
文
13
年（
1
5
4
4
）の
加
納
口
の
戦
い

を
経
て
、道
三・頼
芸
と
頼
純
は
再
び
和
睦
。

天
文
15
年（
1
5
4
6
）に
頼
純
が
道
三
の

娘
婿
と
し
て
越
前
か
ら
大
桑
城
に
戻
る
も
翌

天
文
16
年（
1
5
4
7
）に
頼
純
は
急
死
し

て
し
ま
う
。

　

頼
芸
の
追
放
の
年
は
、同
時
代
文
書
の
検

討
か
ら
天
文
19
年（
1
5
5
0
）後
葉
と
い
う

説
が
有
力
で
あ
る
。『
六
角
承
禎
条
書
』※
3

に
よ
れ
ば
永
禄
３
年（
1
5
6
0
）に
は
近
江

六
角
氏
の
元
に
寄
寓
し
て
い
た
。頼
芸
は
そ
の

後
、奈
良
や
上
総
な
ど
を
転
々
と
す
る
。甲
斐

に
居
た
天
正
10
年（
1
5
8
2
）3
月
、信
長

の
武
田
攻
め
の
際
に
発
見
さ
れ
て
美
濃
へ
戻

り
、同
年
12
月
に
現
在
の
揖
斐
川
町
谷
汲
岐

礼
で
死
去
し
た
。

  

　
大
桑
城
の
特
色

　

大
桑
城
の
山
上
の
段
々
地
形
を
中
心
と

し
た
一
帯
に
つ
い
て
南
近
江
守
護
六
角
氏
の

居
城
観
音
寺
城（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）の

構
造
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る

（
中
井
2
0
1
0
）。近
年
、石
川
美
咲
氏
は

大
桑
城
の
全
体
構
造
に
越
前
守
護
朝
倉
氏

の
居
城
一
乗
谷
城（
福
井
市
）と
の
類
似
性
を

見
出
し
た（
石
川
2
0
1
9
）。美
濃
、越

前
、近
江
の
守
護
の
山
城
に
は
何
ら
か
の
共

通
性
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、大

桑
城
山
麓

の
谷
部
に
は

城
下
町
が

営
ま
れ
、谷

入
口
部
に

は
堀
や
土

塁
か
ら
な

る
惣
構
が

築
か
れ
て
い

る
。こ
の
惣

構
に
は「
四

国
堀
」「
越

前
堀
」と
い

う
越
前
な

ど
他
国
と

の
関
係
を

う
か
が
わ

せ
る
地
名
が
残
る
。私
見
で
は
山
上
部
の

「
岩
門
」の
巨
石
石
垣
虎
口
も
越
前
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
下
城
戸
な
ど
と
よ
く
似
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
遺
構
細
部
に

見
ら
れ
る
越
前
的
な
要
素
に
つ
い
て
は
、母
が

越
前
朝
倉
氏
の
娘
で
あ
っ
た
土
岐
頼
純
の
関

与
が
思
い
浮
か
ぶ
。い
ず
れ
に
せ
よ
、詳
し
い

検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
道
三
に
と
っ
て
の
大
桑
城

　

天
文
19
年
頃
、道
三
は
、頼
芸
を
追
放
し

て
国
盗
り
を
成
し
遂
げ
る
。『
中
島
両
以
記

文
』に
は「
大
桑
城
で
国
中
の
仕
置
き
を
し
、

諸
侍
の
礼
を
請
け
た
」と
書
か
れ
て
い
る
。

守
護
の
城
で
あ
る
大
桑
城
で
な
け
れ
ば
国

盗
り
宣
言
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。弘

治
元
年（
1
5
5
5
）に
息
子・義
龍
に
叛
か

れ
、翌
年
長
良
川
の
戦
い
で
敗
死
し
て
し
ま

う
。『
信
長
公
記
』※
4
は
義
龍
謀
反
の
時
、

道
三
は「
山
県
と
い
う
山
中
」に
逃
げ
た
と

記
す
。こ
の
山
中
は
大
桑
城
と
い
う
説
が
有

力
で
あ
る
。道
三
は
長
良
川
の
戦
い
に
際
し

て「
大
桑
」の
注
記
が
あ
る
遺
言
書
を
認
め

た
が
、『
濃
飛
両
国
通
史
』※
5
に
よ
れ
ば
、政
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そ
う

が
ま
え

　
大
桑
城
を
め
ぐ
る
土
岐
頼
芸
と
斎
藤
道

三
の
関
係
、そ
し
て
二
人
が
た
ど
っ
た
運
命

に
つ
い
て
、最
近
の
研
究
成
果
に
詳
し
い
岐

阜
市
教
育
委
員
会
の
内
堀
信
雄
氏
に
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頼
芸
、大
桑
城
へ
移
る
　

　

土
岐
頼
芸
は
美
濃
国
最
後
の
守
護
で
あ

る
。鷹
の
絵
に
堪
能
な
文
化
人
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。大
永
5
年（
1
5
2
5
）、長
井
長

弘・長
井
新
左
衛
門
尉（
斎
藤
道
三
の
父
）ら

が
頼
芸
の
兄
の
守
護・頼
武
を
ク
ー
デ
タ
ー
に

よ
り
追
い
落
と
し
た
後
、土
岐
家
の
家
督
を

継
承
し
た
。天
文
元
年（
1
5
3
2
）、頼
芸

は
拠
点
を
福
光
城（
岐
阜
市
立
長
良
中
学

校
周
辺
）か
ら
枝
広
館（
岐
阜
市

長
良
公
園
）へ
移
転
。こ
れ
は
ク
ー

デ
タ
ー
後
、金
華
山
周
辺
に
本
拠

地
を
構
え
て
い
た
長
井
氏
が
自
ら

の
影
響
下
に
頼
芸
を
置
こ
う
と
し

た
た
め
と
さ
れ
る
（
三
宅

2
0
0
6
）。枝
広
館
に
移
っ
て
間

も
な
く
、長
井
長
弘・長
井
新
左
衛

門
尉
が
相
次
い
で
死
去
す
る
と
、

新
左
衛
門
尉
の
息
子
・
斎
藤
道
三

は
長
井
宗
家
を
滅
ぼ
し
た
。

　

天
文
4
年（
1
5
3
5
）7
月

に
長
良
川
大
洪
水
が
発
生
。館
や

町
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
た
め
、頼

芸
は
本
拠
を
大
桑
城
へ
移
し
た
と

伝
え
ら
れ
る（『
中
島
両
以
記
文
』

※
1
）。こ
の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
、

道
三
の
台
頭
に
反
対
す
る
勢
力
が

前
守
護
頼
武
の
息
子
頼
純（
頼

充
）を
盟
主
と
し
、越
前
朝
倉
氏
や

近
江
六
角
氏
の
支
援
を
受
け
て

道
三
に
戦
い
を
挑
む
。こ
の
内
乱

は
2
年
に
わ
た
り
美
濃
国
内
各

所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。戦
い
に
お
い
て
頼

芸
は
道
三
と
同
じ
陣
営
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
き
た
が
、三
宅
唯
美
氏
は
頼
芸
が
両

陣
営
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
す
る（
三
宅
2
0
0
0
）。そ
し
て
天
文

8
年（
1
5
3
9
）ま
で
に
道
三
と
頼
純
は

和
睦
し
た
。大
桑
城
近
く
の
十
五
社
神
社
に

伝
わ
る
越
前
笏
谷
石
製
の一
対
の
狛
犬
に
は

「
天
文
九
庚
子
年
」「
奉
土
岐
氏
神
」と
刻
ま

れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
和
睦
を
祝
し
て
越
前

朝
倉
氏
か
ら
土
岐
頼
芸
へ
贈
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。　

大
桑
城
に
独
自
権
力
を

　
目
指
す
　

　

近
世
伝
承
で
は
天
文
8
年
頃
斎
藤
道
三

は
金
華
山
の
稲
葉
山
城
改
修
と
城
下
町
の

建
設
に
着
手
し
た
と
さ
れ
る
が
、ほ
ぼ
同
時

期
か
少
し
前
に
土
岐
頼
芸
は
大
桑
城
で
城

と
町
の
建
設
を
は
じ
め
た
。大
桑
城
は
美
濃

国
最
大
の
規
模
を
誇
る
山
城
で
、城
主
の
館

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
平
坦
地（
伝
台
所
）の

直
下
に
は
家
臣
の
屋
敷
地
と
想
定
で
き
る

多
数
の
雛
壇
状
地
形
が
築
か
れ
た
。伝
馬
場

を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
2
ｍ
以
上
の
巨

石
を
含
む
大
形
の
石
を
立
て
並
べ
た
虎
口
と

い
わ
れ
る
出
入
口（
伝
岩
門
）を
設
け
る
。山

麓
の
谷
に
は
城
下
町
が
営
ま
れ
た
。谷
の
入

口
に
は
堀
と
土
塁
か
ら
な
る
防
禦
施
設（
惣

構
）が
築
か
れ
た
。

　

こ
の
時
期
の
文
書
を
詳
し
く
検
討
し
た

三
宅
唯
美
氏
は
、新
た
な
近
臣
の
登
場
な
ど

か
ら
み
て
頼
芸
の
元
に
道
三
か
ら
独
立
し
た

権
力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る

（『
信
長
の
基
礎
構
造
』寄
稿
中

の
三
宅
氏
の
論
考
に
よ
る
）。遺

跡
に
見
ら
れ
る
城
づ
く
り
や
町

づ
く
り
は
道
三
の
稲
葉
山
城・城

下
町
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

5 4

権
の
所
在
地
が
大
桑
城
で
あ
る
こ
と
を
示

す
と
い
う
。道
三
に
と
っ
て
大
桑
城
と
は
、つ
い

に
就
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
守
護
の
城
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

            　
　
　

し
ゃ
く
だ
に
い
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り
、頼
芸
の
独
自
性
を
考
古
学
の
立
場
か
ら

も
補
強
す
る
。

　

和
睦
か
ら
4
年
後
の
天
文
12
年（
1
5
4
3
）、

大
桑
城
で
大
き
な
戦
い
が
あ
っ
た（『
別
本
仁

岫
録
』※
2
）。こ
の
戦
い
は
、道
三
が
大
桑
城
に

居
た
土
岐
頼
純
派
の
勢
力
を
駆
逐
す
る
と
と

も
に
、守
護
頼
芸
が
持
っ
て
い
た
道
三
か
ら
の

独
立
を
目
指
す
部
分
を
排
除
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る（
三
宅
氏
御
教
示
）。ち
な

み
に
大
桑
に
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

や
供
養
塔
に
は
こ
の
戦
い
の
年
が
天
文
11
年

（
1
5
4
2
）と
記

さ
れ
て
い
る
。大
桑

城
の
山
上
部
で
採

集
さ
れ
た
土
器・陶

磁
器
に
は
瀬
戸
美

濃
産
の
陶
器
に
加

え
て
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
高
級
青
磁
を
含

む
輸
入
品
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、山
上
で
の

華
や
か
な
生
活
の一端
が
う
か
が
え
る
。製
品

の
多
く
が
火
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
落
城
に

伴
う
火
災
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ

る
。遺
物
で
見
る
限
り
大
桑
城
は
天
文
12
年

（
1
5
4
3
）に
落
城
し
、そ
の
後
は
生
活
の
場

と
し
て
は
殆
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
大
桑
城
の
戦
い
後
の
頼
芸

　

天
文
12
年（
1
5
4
3
）の
大
桑
城
の
戦
い

後
、頼
芸
は
ど
こ
に
居
た
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
。近
世
の
伝
承
で
は
あ
る
が『
中
島
両
以
記

文
』に「
鷺
山
に
御
在
城
」と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
考
古
学
上
の
所
見
か
ら
、私
は
鷺
山

城（
岐
阜
市
鷺
山
）に
居
た
可
能
性
を
考
え

て
い
る
。

　

天
文
13
年（
1
5
4
4
）の
加
納
口
の
戦
い

を
経
て
、道
三・頼
芸
と
頼
純
は
再
び
和
睦
。

天
文
15
年（
1
5
4
6
）に
頼
純
が
道
三
の

娘
婿
と
し
て
越
前
か
ら
大
桑
城
に
戻
る
も
翌

天
文
16
年（
1
5
4
7
）に
頼
純
は
急
死
し

て
し
ま
う
。

　

頼
芸
の
追
放
の
年
は
、同
時
代
文
書
の
検

討
か
ら
天
文
19
年（
1
5
5
0
）後
葉
と
い
う

説
が
有
力
で
あ
る
。『
六
角
承
禎
条
書
』※
3

に
よ
れ
ば
永
禄
３
年（
1
5
6
0
）に
は
近
江

六
角
氏
の
元
に
寄
寓
し
て
い
た
。頼
芸
は
そ
の

後
、奈
良
や
上
総
な
ど
を
転
々
と
す
る
。甲
斐

に
居
た
天
正
10
年（
1
5
8
2
）3
月
、信
長

の
武
田
攻
め
の
際
に
発
見
さ
れ
て
美
濃
へ
戻

り
、同
年
12
月
に
現
在
の
揖
斐
川
町
谷
汲
岐

礼
で
死
去
し
た
。

  

　
大
桑
城
の
特
色

　

大
桑
城
の
山
上
の
段
々
地
形
を
中
心
と

し
た
一
帯
に
つ
い
て
南
近
江
守
護
六
角
氏
の

居
城
観
音
寺
城（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）の

構
造
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る

（
中
井
2
0
1
0
）。近
年
、石
川
美
咲
氏
は

大
桑
城
の
全
体
構
造
に
越
前
守
護
朝
倉
氏

の
居
城
一
乗
谷
城（
福
井
市
）と
の
類
似
性
を

見
出
し
た（
石
川
2
0
1
9
）。美
濃
、越

前
、近
江
の
守
護
の
山
城
に
は
何
ら
か
の
共

通
性
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、大

桑
城
山
麓

の
谷
部
に
は

城
下
町
が

営
ま
れ
、谷

入
口
部
に

は
堀
や
土

塁
か
ら
な

る
惣
構
が

築
か
れ
て
い

る
。こ
の
惣

構
に
は「
四

国
堀
」「
越

前
堀
」と
い

う
越
前
な

ど
他
国
と

の
関
係
を

う
か
が
わ

せ
る
地
名
が
残
る
。私
見
で
は
山
上
部
の

「
岩
門
」の
巨
石
石
垣
虎
口
も
越
前
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
下
城
戸
な
ど
と
よ
く
似
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
遺
構
細
部
に

見
ら
れ
る
越
前
的
な
要
素
に
つ
い
て
は
、母
が

越
前
朝
倉
氏
の
娘
で
あ
っ
た
土
岐
頼
純
の
関

与
が
思
い
浮
か
ぶ
。い
ず
れ
に
せ
よ
、詳
し
い

検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
道
三
に
と
っ
て
の
大
桑
城

　

天
文
19
年
頃
、道
三
は
、頼
芸
を
追
放
し

て
国
盗
り
を
成
し
遂
げ
る
。『
中
島
両
以
記

文
』に
は「
大
桑
城
で
国
中
の
仕
置
き
を
し
、

諸
侍
の
礼
を
請
け
た
」と
書
か
れ
て
い
る
。

守
護
の
城
で
あ
る
大
桑
城
で
な
け
れ
ば
国

盗
り
宣
言
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。弘

治
元
年（
1
5
5
5
）に
息
子・義
龍
に
叛
か

れ
、翌
年
長
良
川
の
戦
い
で
敗
死
し
て
し
ま

う
。『
信
長
公
記
』※
4
は
義
龍
謀
反
の
時
、

道
三
は「
山
県
と
い
う
山
中
」に
逃
げ
た
と

記
す
。こ
の
山
中
は
大
桑
城
と
い
う
説
が
有

力
で
あ
る
。道
三
は
長
良
川
の
戦
い
に
際
し

て「
大
桑
」の
注
記
が
あ
る
遺
言
書
を
認
め

た
が
、『
濃
飛
両
国
通
史
』※
5
に
よ
れ
ば
、政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
も  

き    

ど　
　
　
　
　

             　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

よ
し 

た
つ

　
大
桑
城
を
め
ぐ
る
土
岐
頼
芸
と
斎
藤
道

三
の
関
係
、そ
し
て
二
人
が
た
ど
っ
た
運
命

に
つ
い
て
、最
近
の
研
究
成
果
に
詳
し
い
岐

阜
市
教
育
委
員
会
の
内
堀
信
雄
氏
に
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頼
芸
、大
桑
城
へ
移
る
　

　

土
岐
頼
芸
は
美
濃
国
最
後
の
守
護
で
あ

る
。鷹
の
絵
に
堪
能
な
文
化
人
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。大
永
5
年（
1
5
2
5
）、長
井
長

弘・長
井
新
左
衛
門
尉（
斎
藤
道
三
の
父
）ら

が
頼
芸
の
兄
の
守
護・頼
武
を
ク
ー
デ
タ
ー
に

よ
り
追
い
落
と
し
た
後
、土
岐
家
の
家
督
を

継
承
し
た
。天
文
元
年（
1
5
3
2
）、頼
芸

は
拠
点
を
福
光
城（
岐
阜
市
立
長
良
中
学

校
周
辺
）か
ら
枝
広
館（
岐
阜
市

長
良
公
園
）へ
移
転
。こ
れ
は
ク
ー

デ
タ
ー
後
、金
華
山
周
辺
に
本
拠

地
を
構
え
て
い
た
長
井
氏
が
自
ら

の
影
響
下
に
頼
芸
を
置
こ
う
と
し

た
た
め
と
さ
れ
る
（
三
宅

2
0
0
6
）。枝
広
館
に
移
っ
て
間

も
な
く
、長
井
長
弘・長
井
新
左
衛

門
尉
が
相
次
い
で
死
去
す
る
と
、

新
左
衛
門
尉
の
息
子
・
斎
藤
道
三

は
長
井
宗
家
を
滅
ぼ
し
た
。

　

天
文
4
年（
1
5
3
5
）7
月

に
長
良
川
大
洪
水
が
発
生
。館
や

町
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
た
め
、頼

芸
は
本
拠
を
大
桑
城
へ
移
し
た
と

伝
え
ら
れ
る（『
中
島
両
以
記
文
』

※
1
）。こ
の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
、

道
三
の
台
頭
に
反
対
す
る
勢
力
が

前
守
護
頼
武
の
息
子
頼
純（
頼

充
）を
盟
主
と
し
、越
前
朝
倉
氏
や

近
江
六
角
氏
の
支
援
を
受
け
て

道
三
に
戦
い
を
挑
む
。こ
の
内
乱

は
2
年
に
わ
た
り
美
濃
国
内
各

所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。戦
い
に
お
い
て
頼

芸
は
道
三
と
同
じ
陣
営
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
き
た
が
、三
宅
唯
美
氏
は
頼
芸
が
両

陣
営
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
す
る（
三
宅
2
0
0
0
）。そ
し
て
天
文

8
年（
1
5
3
9
）ま
で
に
道
三
と
頼
純
は

和
睦
し
た
。大
桑
城
近
く
の
十
五
社
神
社
に

伝
わ
る
越
前
笏
谷
石
製
の一
対
の
狛
犬
に
は

「
天
文
九
庚
子
年
」「
奉
土
岐
氏
神
」と
刻
ま

れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
和
睦
を
祝
し
て
越
前

朝
倉
氏
か
ら
土
岐
頼
芸
へ
贈
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。　

大
桑
城
に
独
自
権
力
を

　
目
指
す
　

　

近
世
伝
承
で
は
天
文
8
年
頃
斎
藤
道
三

は
金
華
山
の
稲
葉
山
城
改
修
と
城
下
町
の

建
設
に
着
手
し
た
と
さ
れ
る
が
、ほ
ぼ
同
時

期
か
少
し
前
に
土
岐
頼
芸
は
大
桑
城
で
城

と
町
の
建
設
を
は
じ
め
た
。大
桑
城
は
美
濃

国
最
大
の
規
模
を
誇
る
山
城
で
、城
主
の
館

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
平
坦
地（
伝
台
所
）の

直
下
に
は
家
臣
の
屋
敷
地
と
想
定
で
き
る

多
数
の
雛
壇
状
地
形
が
築
か
れ
た
。伝
馬
場

を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
2
ｍ
以
上
の
巨

石
を
含
む
大
形
の
石
を
立
て
並
べ
た
虎
口
と

い
わ
れ
る
出
入
口（
伝
岩
門
）を
設
け
る
。山

麓
の
谷
に
は
城
下
町
が
営
ま
れ
た
。谷
の
入

口
に
は
堀
と
土
塁
か
ら
な
る
防
禦
施
設（
惣

構
）が
築
か
れ
た
。

　

こ
の
時
期
の
文
書
を
詳
し
く
検
討
し
た

三
宅
唯
美
氏
は
、新
た
な
近
臣
の
登
場
な
ど

か
ら
み
て
頼
芸
の
元
に
道
三
か
ら
独
立
し
た

権
力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る

（『
信
長
の
基
礎
構
造
』寄
稿
中

の
三
宅
氏
の
論
考
に
よ
る
）。遺

跡
に
見
ら
れ
る
城
づ
く
り
や
町

づ
く
り
は
道
三
の
稲
葉
山
城・城

下
町
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
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よ
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あ
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ゆ
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の
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あ
ら 

ふ
か　
こ    

ご   

ろ
う　

権
の
所
在
地
が
大
桑
城
で
あ
る
こ
と
を
示

す
と
い
う
。道
三
に
と
っ
て
大
桑
城
と
は
、つ
い

に
就
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
守
護
の
城
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

山
県
市
は
、「
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
」

の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。市
内
の
中
洞
地
区

に
は
、光
秀
の
墓
と
さ
れ
る
桔
梗
塚
が
あ
る

ほ
か
、光
秀
の
母
が
産
湯
の
水
を
汲
ん
だ
と

い
う
井
戸
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

伝
承
に
よ
る
と
、光
秀
は
土
岐
元
頼（
基

頼
）と
中
洞
の
豪
族
の
娘
と
の
間
に
、中
洞

の
地
で
生
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。幼
く
し
て

父
が
亡
く
な
り
、美
濃
国
可
児
郡（
現
岐
阜

県
可
児
市
）の
明
智
城
主
・
明
智
光
綱
の
養

子
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長
を
討
っ
た
光

秀
は
、山
崎
の
合
戦
で
敗
走
中
に
命
を
落
と

し
ま
し
た
が
、中
洞
で
は「
死
ん
だ
の
は
影

武
者
で
、光
秀
本
人
は
生
き
て
い
た
」と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。郷
里
の
中
洞
に
落
ち
延
び

た
光
秀
は
、身
代
わ
り
と
な
っ
た
荒
木
行
信

の
忠
誠
に
深
く
感
銘
し
、荒
深
小
五
郎
と

名
乗
っ
て
中
洞
で
暮
ら
し
ま
し
た
。後
に
関

ケ
原
の
合
戦
に
向
か
う
途
中
、増
水
し
た
川

で
流
さ
れ
て
亡
く
な
り
、戦
地
に
た
ど
り
着

く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

み
つ
ひ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぞ

　   

き
き
ょ
う
づ
か

光
秀
の
出
生
と
晩
年
の
謎
が
眠
る

「
桔
梗
塚
」

明智光秀の墓とされる桔梗塚

山県市を
訪ねて

其の弐
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〈表紙〉
大桑城とその周辺について描かれた近世の絵図をもとに
デザインしています。

【
注
釈
】

※
1
中
島
両
以
記
文
　
江
戸
前
期
の
美
濃
の
豪
商・中
島
両

以
が
、中
島
家
の
由
来
と
自
叙
伝
を
記
し
た
史
料
。

※
2
別
本
仁
岫
録
　
土
岐
政
房（
頼
武
と
頼
芸
の
父
）の

招
き
で
大
桑
の
地
に
南
泉
寺
を
開
山
し
た
仁
岫
宗

寿
に
関
す
る
記
録
。

※
3
六
角
承
禎
条
書
　
近
江
の
六
角
承
禎
が
自
分
の
子
と

斎
藤
義
龍（
道
三
の
息
子
）の
娘
と
の
縁
組
を
止
め
さ

せ
る
よ
う
に
命
じ
た
文
書
。道
三
が
父
・
長
井
新
左

衛
門
尉
と
親
子
二
代
が
か
り
で
美
濃
の
国
盗
り
を

達
成
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

※
4
信
長
公
記
　
織
田
信
長
の一
代
記
。信
長
の
旧
臣
が

著
し
た
も
の
で
、史
料
と
し
て
の
信
頼
が
高
い
。

※
5
濃
飛
両
国
通
史
　
岐
阜
県
教
育
会
発
行
。

1
9
2
3
〜
1
9
2
4
年
。

【
引
用
文
献
】

・三
宅
唯
美「
枝
広
館・大
桑
城
と
守
護
土
岐
氏
の
動
向
」『
城

之
内
遺
跡（
第
二
分
冊
）』岐
阜
市
教
育
委
員
会
、

2
0
0
0
年

・三
宅
唯
美「
戦
国
期
美
濃
国
の
守
護
権
力
と
守
護
所
の
変

遷
」『
守
護
所
と
戦
国
城
下
町
』高
志
書
院
、2
0
0
6
年

・中
井
均「
大
桑
城
」『
岐
阜
の
山
城
ベス
ト
50
を
歩
く
』サ
ン

ラ
イ
ズ
出
版
、2
0
1
0
年

・石
川
美
咲「
大
桑
城
」『
東
海
の
名
城
を
歩
く
―
岐
阜
編

―
』吉
川
弘
文
館
、2
0
1
9
年

 うち    ぼり    のぶ    お

内堀信雄氏

1959年 栃木県宇都宮市に生まれる
1986年 名古屋大学大学院文学研究科（考古学）修了
岐阜市教育委員会にて信長公居館跡発掘調査、
長良川鵜飼習俗調査などを担当
現在、岐阜市教育委員会社会教育課長

■主な著書
『守護所と戦国城下町』編著、高志書院、2006年
『東海の名城を歩く－岐阜編－』編著、吉川弘文館、2019年

プロフィール

大桑城跡（古城山山頂）から南方を望む。
中央奥は稲葉山城（後の岐阜城）が築かれた金華山
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り
、頼
芸
の
独
自
性
を
考
古
学
の
立
場
か
ら

も
補
強
す
る
。

　

和
睦
か
ら
4
年
後
の
天
文
12
年（
1
5
4
3
）、

大
桑
城
で
大
き
な
戦
い
が
あ
っ
た（『
別
本
仁

岫
録
』※
2
）。こ
の
戦
い
は
、道
三
が
大
桑
城
に

居
た
土
岐
頼
純
派
の
勢
力
を
駆
逐
す
る
と
と

も
に
、守
護
頼
芸
が
持
っ
て
い
た
道
三
か
ら
の

独
立
を
目
指
す
部
分
を
排
除
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る（
三
宅
氏
御
教
示
）。ち
な

み
に
大
桑
に
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

や
供
養
塔
に
は
こ
の
戦
い
の
年
が
天
文
11
年

（
1
5
4
2
）と
記

さ
れ
て
い
る
。大
桑

城
の
山
上
部
で
採

集
さ
れ
た
土
器・陶

磁
器
に
は
瀬
戸
美

濃
産
の
陶
器
に
加

え
て
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
高
級
青
磁
を
含

む
輸
入
品
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、山
上
で
の

華
や
か
な
生
活
の一端
が
う
か
が
え
る
。製
品

の
多
く
が
火
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
落
城
に

伴
う
火
災
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ

る
。遺
物
で
見
る
限
り
大
桑
城
は
天
文
12
年

（
1
5
4
3
）に
落
城
し
、そ
の
後
は
生
活
の
場

と
し
て
は
殆
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
大
桑
城
の
戦
い
後
の
頼
芸

　

天
文
12
年（
1
5
4
3
）の
大
桑
城
の
戦
い

後
、頼
芸
は
ど
こ
に
居
た
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
。近
世
の
伝
承
で
は
あ
る
が『
中
島
両
以
記

文
』に「
鷺
山
に
御
在
城
」と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
考
古
学
上
の
所
見
か
ら
、私
は
鷺
山

城（
岐
阜
市
鷺
山
）に
居
た
可
能
性
を
考
え

て
い
る
。

　

天
文
13
年（
1
5
4
4
）の
加
納
口
の
戦
い

を
経
て
、道
三・頼
芸
と
頼
純
は
再
び
和
睦
。

天
文
15
年（
1
5
4
6
）に
頼
純
が
道
三
の

娘
婿
と
し
て
越
前
か
ら
大
桑
城
に
戻
る
も
翌

天
文
16
年（
1
5
4
7
）に
頼
純
は
急
死
し

て
し
ま
う
。

　

頼
芸
の
追
放
の
年
は
、同
時
代
文
書
の
検

討
か
ら
天
文
19
年（
1
5
5
0
）後
葉
と
い
う

説
が
有
力
で
あ
る
。『
六
角
承
禎
条
書
』※
3

に
よ
れ
ば
永
禄
３
年（
1
5
6
0
）に
は
近
江

六
角
氏
の
元
に
寄
寓
し
て
い
た
。頼
芸
は
そ
の

後
、奈
良
や
上
総
な
ど
を
転
々
と
す
る
。甲
斐

に
居
た
天
正
10
年（
1
5
8
2
）3
月
、信
長

の
武
田
攻
め
の
際
に
発
見
さ
れ
て
美
濃
へ
戻

り
、同
年
12
月
に
現
在
の
揖
斐
川
町
谷
汲
岐

礼
で
死
去
し
た
。

  

　
大
桑
城
の
特
色

　

大
桑
城
の
山
上
の
段
々
地
形
を
中
心
と

し
た
一
帯
に
つ
い
て
南
近
江
守
護
六
角
氏
の

居
城
観
音
寺
城（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）の

構
造
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
る

（
中
井
2
0
1
0
）。近
年
、石
川
美
咲
氏
は

大
桑
城
の
全
体
構
造
に
越
前
守
護
朝
倉
氏

の
居
城
一
乗
谷
城（
福
井
市
）と
の
類
似
性
を

見
出
し
た（
石
川
2
0
1
9
）。美
濃
、越

前
、近
江
の
守
護
の
山
城
に
は
何
ら
か
の
共

通
性
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、大

桑
城
山
麓

の
谷
部
に
は

城
下
町
が

営
ま
れ
、谷

入
口
部
に

は
堀
や
土

塁
か
ら
な

る
惣
構
が

築
か
れ
て
い

る
。こ
の
惣

構
に
は「
四

国
堀
」「
越

前
堀
」と
い

う
越
前
な

ど
他
国
と

の
関
係
を

う
か
が
わ

せ
る
地
名
が
残
る
。私
見
で
は
山
上
部
の

「
岩
門
」の
巨
石
石
垣
虎
口
も
越
前
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
下
城
戸
な
ど
と
よ
く
似
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
遺
構
細
部
に

見
ら
れ
る
越
前
的
な
要
素
に
つ
い
て
は
、母
が

越
前
朝
倉
氏
の
娘
で
あ
っ
た
土
岐
頼
純
の
関

与
が
思
い
浮
か
ぶ
。い
ず
れ
に
せ
よ
、詳
し
い

検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
道
三
に
と
っ
て
の
大
桑
城

　

天
文
19
年
頃
、道
三
は
、頼
芸
を
追
放
し

て
国
盗
り
を
成
し
遂
げ
る
。『
中
島
両
以
記

文
』に
は「
大
桑
城
で
国
中
の
仕
置
き
を
し
、

諸
侍
の
礼
を
請
け
た
」と
書
か
れ
て
い
る
。

守
護
の
城
で
あ
る
大
桑
城
で
な
け
れ
ば
国

盗
り
宣
言
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。弘

治
元
年（
1
5
5
5
）に
息
子・義
龍
に
叛
か

れ
、翌
年
長
良
川
の
戦
い
で
敗
死
し
て
し
ま

う
。『
信
長
公
記
』※
4
は
義
龍
謀
反
の
時
、

道
三
は「
山
県
と
い
う
山
中
」に
逃
げ
た
と

記
す
。こ
の
山
中
は
大
桑
城
と
い
う
説
が
有

力
で
あ
る
。道
三
は
長
良
川
の
戦
い
に
際
し

て「
大
桑
」の
注
記
が
あ
る
遺
言
書
を
認
め

た
が
、『
濃
飛
両
国
通
史
』※
5
に
よ
れ
ば
、政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
も  

き    

ど　
　
　
　
　

             　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

よ
し 

た
つ

　
大
桑
城
を
め
ぐ
る
土
岐
頼
芸
と
斎
藤
道

三
の
関
係
、そ
し
て
二
人
が
た
ど
っ
た
運
命

に
つ
い
て
、最
近
の
研
究
成
果
に
詳
し
い
岐

阜
市
教
育
委
員
会
の
内
堀
信
雄
氏
に
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頼
芸
、大
桑
城
へ
移
る
　

　

土
岐
頼
芸
は
美
濃
国
最
後
の
守
護
で
あ

る
。鷹
の
絵
に
堪
能
な
文
化
人
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。大
永
5
年（
1
5
2
5
）、長
井
長

弘・長
井
新
左
衛
門
尉（
斎
藤
道
三
の
父
）ら

が
頼
芸
の
兄
の
守
護・頼
武
を
ク
ー
デ
タ
ー
に

よ
り
追
い
落
と
し
た
後
、土
岐
家
の
家
督
を

継
承
し
た
。天
文
元
年（
1
5
3
2
）、頼
芸

は
拠
点
を
福
光
城（
岐
阜
市
立
長
良
中
学

校
周
辺
）か
ら
枝
広
館（
岐
阜
市

長
良
公
園
）へ
移
転
。こ
れ
は
ク
ー

デ
タ
ー
後
、金
華
山
周
辺
に
本
拠

地
を
構
え
て
い
た
長
井
氏
が
自
ら

の
影
響
下
に
頼
芸
を
置
こ
う
と
し

た
た
め
と
さ
れ
る
（
三
宅

2
0
0
6
）。枝
広
館
に
移
っ
て
間

も
な
く
、長
井
長
弘・長
井
新
左
衛

門
尉
が
相
次
い
で
死
去
す
る
と
、

新
左
衛
門
尉
の
息
子
・
斎
藤
道
三

は
長
井
宗
家
を
滅
ぼ
し
た
。

　

天
文
4
年（
1
5
3
5
）7
月

に
長
良
川
大
洪
水
が
発
生
。館
や

町
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
た
め
、頼

芸
は
本
拠
を
大
桑
城
へ
移
し
た
と

伝
え
ら
れ
る（『
中
島
両
以
記
文
』

※
1
）。こ
の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
、

道
三
の
台
頭
に
反
対
す
る
勢
力
が

前
守
護
頼
武
の
息
子
頼
純（
頼

充
）を
盟
主
と
し
、越
前
朝
倉
氏
や

近
江
六
角
氏
の
支
援
を
受
け
て

道
三
に
戦
い
を
挑
む
。こ
の
内
乱

は
2
年
に
わ
た
り
美
濃
国
内
各

所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。戦
い
に
お
い
て
頼

芸
は
道
三
と
同
じ
陣
営
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
き
た
が
、三
宅
唯
美
氏
は
頼
芸
が
両

陣
営
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
す
る（
三
宅
2
0
0
0
）。そ
し
て
天
文

8
年（
1
5
3
9
）ま
で
に
道
三
と
頼
純
は

和
睦
し
た
。大
桑
城
近
く
の
十
五
社
神
社
に

伝
わ
る
越
前
笏
谷
石
製
の一
対
の
狛
犬
に
は

「
天
文
九
庚
子
年
」「
奉
土
岐
氏
神
」と
刻
ま

れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
和
睦
を
祝
し
て
越
前

朝
倉
氏
か
ら
土
岐
頼
芸
へ
贈
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。　

大
桑
城
に
独
自
権
力
を

　
目
指
す
　

　

近
世
伝
承
で
は
天
文
8
年
頃
斎
藤
道
三

は
金
華
山
の
稲
葉
山
城
改
修
と
城
下
町
の

建
設
に
着
手
し
た
と
さ
れ
る
が
、ほ
ぼ
同
時

期
か
少
し
前
に
土
岐
頼
芸
は
大
桑
城
で
城

と
町
の
建
設
を
は
じ
め
た
。大
桑
城
は
美
濃

国
最
大
の
規
模
を
誇
る
山
城
で
、城
主
の
館

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
平
坦
地（
伝
台
所
）の

直
下
に
は
家
臣
の
屋
敷
地
と
想
定
で
き
る

多
数
の
雛
壇
状
地
形
が
築
か
れ
た
。伝
馬
場

を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
2
ｍ
以
上
の
巨

石
を
含
む
大
形
の
石
を
立
て
並
べ
た
虎
口
と

い
わ
れ
る
出
入
口（
伝
岩
門
）を
設
け
る
。山

麓
の
谷
に
は
城
下
町
が
営
ま
れ
た
。谷
の
入

口
に
は
堀
と
土
塁
か
ら
な
る
防
禦
施
設（
惣

構
）が
築
か
れ
た
。

　

こ
の
時
期
の
文
書
を
詳
し
く
検
討
し
た

三
宅
唯
美
氏
は
、新
た
な
近
臣
の
登
場
な
ど

か
ら
み
て
頼
芸
の
元
に
道
三
か
ら
独
立
し
た

権
力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る

（『
信
長
の
基
礎
構
造
』寄
稿
中

の
三
宅
氏
の
論
考
に
よ
る
）。遺

跡
に
見
ら
れ
る
城
づ
く
り
や
町

づ
く
り
は
道
三
の
稲
葉
山
城・城

下
町
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

 

あ
け  

ち   
み
つ  
ひ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

な
か 

ほ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

き 

き
ょ
う
づ
か

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

      　
　
　
　

 

う
ぶ  

ゆ

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

と    

き   

も
と 

よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

か    

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ  

つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

お    

だ   

の
ぶ 

な
が

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら   

き   

ゆ
き 

の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら 

ふ
か　
こ    

ご   

ろ
う　

権
の
所
在
地
が
大
桑
城
で
あ
る
こ
と
を
示

す
と
い
う
。道
三
に
と
っ
て
大
桑
城
と
は
、つ
い

に
就
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
守
護
の
城
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

山
県
市
は
、「
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
」

の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。市
内
の
中
洞
地
区

に
は
、光
秀
の
墓
と
さ
れ
る
桔
梗
塚
が
あ
る

ほ
か
、光
秀
の
母
が
産
湯
の
水
を
汲
ん
だ
と

い
う
井
戸
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

伝
承
に
よ
る
と
、光
秀
は
土
岐
元
頼（
基

頼
）と
中
洞
の
豪
族
の
娘
と
の
間
に
、中
洞

の
地
で
生
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。幼
く
し
て

父
が
亡
く
な
り
、美
濃
国
可
児
郡（
現
岐
阜

県
可
児
市
）の
明
智
城
主
・
明
智
光
綱
の
養

子
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長
を
討
っ
た
光

秀
は
、山
崎
の
合
戦
で
敗
走
中
に
命
を
落
と

し
ま
し
た
が
、中
洞
で
は「
死
ん
だ
の
は
影

武
者
で
、光
秀
本
人
は
生
き
て
い
た
」と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。郷
里
の
中
洞
に
落
ち
延
び

た
光
秀
は
、身
代
わ
り
と
な
っ
た
荒
木
行
信

の
忠
誠
に
深
く
感
銘
し
、荒
深
小
五
郎
と

名
乗
っ
て
中
洞
で
暮
ら
し
ま
し
た
。後
に
関

ケ
原
の
合
戦
に
向
か
う
途
中
、増
水
し
た
川

で
流
さ
れ
て
亡
く
な
り
、戦
地
に
た
ど
り
着

く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

み
つ
ひ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぞ

　   

き
き
ょ
う
づ
か

光
秀
の
出
生
と
晩
年
の
謎
が
眠
る

「
桔
梗
塚
」

明智光秀の墓とされる桔梗塚

山県市を
訪ねて

其の弐
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〈表紙〉
大桑城とその周辺について描かれた近世の絵図をもとに
デザインしています。

【
注
釈
】

※
1
中
島
両
以
記
文
　
江
戸
前
期
の
美
濃
の
豪
商・中
島
両

以
が
、中
島
家
の
由
来
と
自
叙
伝
を
記
し
た
史
料
。

※
2
別
本
仁
岫
録
　
土
岐
政
房（
頼
武
と
頼
芸
の
父
）の

招
き
で
大
桑
の
地
に
南
泉
寺
を
開
山
し
た
仁
岫
宗

寿
に
関
す
る
記
録
。

※
3
六
角
承
禎
条
書
　
近
江
の
六
角
承
禎
が
自
分
の
子
と

斎
藤
義
龍（
道
三
の
息
子
）の
娘
と
の
縁
組
を
止
め
さ

せ
る
よ
う
に
命
じ
た
文
書
。道
三
が
父
・
長
井
新
左

衛
門
尉
と
親
子
二
代
が
か
り
で
美
濃
の
国
盗
り
を

達
成
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

※
4
信
長
公
記
　
織
田
信
長
の一
代
記
。信
長
の
旧
臣
が

著
し
た
も
の
で
、史
料
と
し
て
の
信
頼
が
高
い
。

※
5
濃
飛
両
国
通
史
　
岐
阜
県
教
育
会
発
行
。

1
9
2
3
〜
1
9
2
4
年
。

【
引
用
文
献
】

・三
宅
唯
美「
枝
広
館・大
桑
城
と
守
護
土
岐
氏
の
動
向
」『
城

之
内
遺
跡（
第
二
分
冊
）』岐
阜
市
教
育
委
員
会
、

2
0
0
0
年

・三
宅
唯
美「
戦
国
期
美
濃
国
の
守
護
権
力
と
守
護
所
の
変

遷
」『
守
護
所
と
戦
国
城
下
町
』高
志
書
院
、2
0
0
6
年

・中
井
均「
大
桑
城
」『
岐
阜
の
山
城
ベス
ト
50
を
歩
く
』サ
ン

ラ
イ
ズ
出
版
、2
0
1
0
年

・石
川
美
咲「
大
桑
城
」『
東
海
の
名
城
を
歩
く
―
岐
阜
編

―
』吉
川
弘
文
館
、2
0
1
9
年

 うち    ぼり    のぶ    お

内堀信雄氏

1959年 栃木県宇都宮市に生まれる
1986年 名古屋大学大学院文学研究科（考古学）修了
岐阜市教育委員会にて信長公居館跡発掘調査、
長良川鵜飼習俗調査などを担当
現在、岐阜市教育委員会社会教育課長

■主な著書
『守護所と戦国城下町』編著、高志書院、2006年
『東海の名城を歩く－岐阜編－』編著、吉川弘文館、2019年

プロフィール

大桑城跡（古城山山頂）から南方を望む。
中央奥は稲葉山城（後の岐阜城）が築かれた金華山
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岐阜環状線岐阜環状線

岐阜環状線岐阜環状線

金華山ドライブウェイ金華山ドライブウェイ

河渡橋河渡橋

大縄場大橋大縄場大橋

忠節橋忠節橋

藍川橋藍川橋

千鳥橋千鳥橋

金華橋金華橋

鶯谷トンネル鶯谷トンネル

岩戸トンネル

金華山トンネル金華山トンネル

東海環状自動車道東海環状自動車道

今川橋今川橋

千疋大橋千疋大橋
千疋橋千疋橋

東海環状自動車道
東海環状自動車道

至関広見 I.C

至関広見 I.C

至岐
阜I
.C（
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）

至岐
阜I
.C（
仮称
）

関広見 IC関広見 IC

高田坂高田坂

大矢田トンネル大矢田トンネル

新境川堤新境川堤

各務原トンネル各務原トンネル

岐阜各務原 IC岐阜各務原 IC

岐阜市

各務原市

山県市

岐南町

関市

荒田川 荒田川中部放水路

境川

新荒田川

板屋川

伊自良川

鳥羽川

松尾池

長良川

板屋川

御望山

如来ヶ岳

城ヶ峰
眉山

百々ヶ峰

権現山

北山

鷺山

津保川

今川 観賞池

御林山

半道川

天王山

新境川

三井山

荒井山

伊自良湖

釜ヶ谷

源太峰

岸見山

四国山香りの森公園

文化の里
古田紹欽記念館

大桜グラウンド

岐阜県立幸報苑

古城山

古城山
登山口

北

大桑

県庁

岐阜市役所

西部支所

武芸川事務所

各務原市役所

伊自良支所

岐南町役場

稲葉山城（岐阜城）

大桑城

取矢神社

桔梗塚
　●

 十五社神社
　　　　　●

●

       南泉寺
　　●
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岐阜環状線岐阜環状線

鵜飼い大橋鵜飼い大橋

井ノ口トンネル井ノ口トンネル

高富トンネル高富トンネル

256

山県市役所

鏡島大橋鏡島大橋

256

418

一色橋一色橋

武儀川

鳥羽川

大桑城

稲葉山城

長良橋長良橋

金華山

山県I.C（2019年度開通）

樫瀬

四国山香りの森公園口

椿野

岐北厚生病院前

岐阜公園
歴史博物館前

山
県・岐
阜
広
域
マ
ッ
プ

麒麟がくる 岐阜 大河ドラマ館
（岐阜市歴史博物館２Ｆ）
2020年1月11日（土）～2021年1月11日（月・祝）

ACCESS

バス
ハ
ー
バ
ス

大
桑
線

ハ
ー
バ
ス

大
桑
線

至 JR・名鉄岐阜駅

岐
阜
バ
ス

岐
阜
バ
ス

岐
阜
バ
ス

約15分 約20分 約20分

約20分 約10分

J
R
岐
阜

岐
阜
公
園
歴
史
博
物
館
前

岐
北
厚
生
病
院
前

椿
野

四
国
山
香
り
の
森
公
園
口

樫
瀬


